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コ
ロ
ナ
禍
で
、
日
常

の
過
ご
し
方
が
す
っ
か

り
変
わ
っ
て
随
分
と
経

つ
。
対
応
が
全
て
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
で
、

人
々
の
間
に
も
戸
惑
い

が
多
か
っ
た
。「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
」
と
い
う
対
策
も
、
人
と
人
と

の
密
な
つ
な
が
り
の
上
で
、
大
き

な
障
害
と
な
っ
た
▼
以
前
に
こ
ん

な
歌
を
知
っ
た
。「
し
ば
ら
く
は
離

れ
て
暮
ら
す
『
コ
』
と
『
ロ
』
と

『
ナ
』
つ
ぎ
逢あ

う
時
は
『
君
』
と

い
ふ
字
に
」
と
詠よ

ま
れ
て
い
た
。

S
N
S
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

投
稿
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
な
る

ほ
ど
、上
手
い
と
感
心
し
た
。『
君
』

と
い
う
漢
字
は
、
分
解
す
る
と
分

か
る
の
だ
が
、『
コ
』
と
『
ロ
』
と

『
ナ
』の
組
み
合
わ
せ
で
な
っ
て
い

る
の
だ
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
元
の

よ
う
に
『
君
』
に
逢
え
る
の
か
、

と
い
う
思
い
を
表
現
し
て
い
る
▼

距
離
を
取
る
こ
と
が
当
た
り
前
の

よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍か

社
会
と
な
っ

て
、
本
当
に
こ
の
歌
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
分
か
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
人
対
人
の

直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
の
こ
の
頃

は
、
他
人
に
対
し
て
細
や
か
な

配
慮
に
欠
け
る
表
現
が
よ
く
見

ら
れ
る
。
特
に
S
N
S
上
で
の

非ひ
な
ん難
中ち

ゅ
う
し
ょ
う
傷
や
罵ば

り詈
雑ぞ

う
ご
ん言
が
目
立

つ
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
人

の
命
さ
え
奪
う
こ
と
も
あ
る
▼

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
何
も

文
字
や
言
葉
だ
け
で
成
り
立
っ
て

い
る
も
の
で
は
な
い
。
表
情
や

身
振
り
手
振
り
が
大
き
な
部
分
を

持
つ
。
い
つ
か
直
接
逢
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
減
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
、期
待
す
る
。

伝教大師の願いが伝わる特別拝観

「最澄と比叡山『戒壇院と法華総持院東塔』」
開 催 中

を
護ま

も

り
人
び
と
の
安あ

ん
ね
い寧
を
祈
る
社

会
を
目
指
さ
れ
た
伝
教
大
師
の
願

い
が
込
め
ら
れ
た
両
堂
が
拝
観
で

き
る
貴
重
な
期
間
と
な
る
。
開

か
い
び
ゃ
く闢

の
9
月
12
日
、
阿
部
昌
宏
天
台
宗

宗
務
総
長
を
導
師
に
法
要
が
奉
修

さ
れ
、
伝
教
大
師
に
報ほ

う
お
ん恩
が
捧
げ

ら
れ
た
。

　
戒
壇
院
が
8
2
7
年
に
創
建
以

来
、
特
別
拝
観
は
初
め
て
。
現
在

の
建
物
は
延
宝
6
年（
1
6
7
8
）

に
建
立
さ
れ
、
内
部
中
央
に
釈
迦

牟
尼
仏
、
左
右
に
文
殊
菩
薩
と

弥
勒
菩
薩
が
対
面
す
る
よ
う
に

安
置
さ
れ
て
い
る
。
天
台
宗
僧
侶

が
正
式
な
僧
侶
と
な
る
た
め
の

儀
式
「
授
戒
」
が
行
わ
れ
る
道
場

で
、
天
台
宗
僧
侶
で
も
生
涯
に

一
度
し
か
入
堂
で
き
な
い
。
純
粋

な
大
乗
仏
教
を
世
に
弘
め
る
た
め

に
、
そ
の
担
い
手
を
比
叡
山
内
で

育
て
あ
げ
よ
う
と
し
た
伝
教
大
師

の
悲
願
が
具
現
さ
れ
た
堂
宇
で
も

あ
る
。
入
滅
さ
れ
た
5
年
後
に

建
立
さ
れ
、多
く
の
祖
師
方
ら
も
、

仏
道
へ
の
帰
依
を
誓
っ
た
。

　
一
方
、
法
華
総
持
院
東
塔
は
、

伝
教
大
師
が
国
と
人
び
と
の
平
安

を
経
典
の
力
で
守
る
た
め
全
国
六

カ
所
に
建
立
し
た
「
六
所
宝
塔
」

の
総
塔
。「
法
華
」は
釈
迦
の
教
え
、

「
総
持
」
は
密
教
の
教
え
を
指
し
、

伝
教
大
師
の
円
密
一
致
の
教
え
が

現
さ
れ
て
い
る
。

　
永
く
途
絶
え
て
い
た
が
、
昭
和

55
年（
1
9
8
0
）に
鎌
倉
時
代
の

絵
図
を
手
が
か
り
に
再
建
。
堂
内

の
須
弥
壇
に
は
大
日
如
来
を
中
心

に
胎
蔵
界
五
仏
が
祀
ら
れ
て
お

り
、
須
弥
壇
裏
に
は
金
剛
界
五
仏

の
壁
画
が
あ
る
。

　
開
闢
法
要
は
午
後
2
時
か
ら
法

華
総
持
院
東
塔
で
始
ま
り
、
天
台

宗
と
延
暦
寺
の
両
内
局
員
出
仕

で
、
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
事
務

局
長
の
阿
部
宗
務
総
長
の
導
師
で

厳
修
。
法
要
後
は
祖
師
先
徳
鑽
仰

大
法
会
事
務
局
奉
行
の
水
尾
寂
芳

延
暦
寺
執
行
が
、出
席
し
た
関
係

者
ら
に
堂
内
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
続
い
て
、
戒
壇
院
に
移
動
し
、

法
楽
が
営
ま
れ
、
特
別
拝
観
期
間

中
の
安
全
や
世
界
平
和
、
コ
ロ
ナ

の
早
期
収
束
が
祈
念
さ
れ
た
。

J
R
京
都
駅
と

京
阪
京
橋
駅
で
は

パ
ネ
ル
展

　
今
回
の
特
別
拝
観
に
併
せ
て
、

J
R
京
都
駅
西
口
広
場
と
京
阪

京
橋
駅
3
階
片
町
口
の
2
カ
所

（
写
真
）で
、「『
最
澄
と
比
叡
山
』

パ
ネ
ル
展
」
が
9
月
13
日
か
ら
行

わ
れ
、
大
遠
忌
や
特
別
拝
観
の
魅

力
を
P
R
し
た
。

　
伝
教
大
師
が
遺
さ
れ
た
人
づ
く

り
の
志
し
や
教
え
、
6
月
4
日
の

御
祥
当
法
要
の
模
様
な
ど
を
15
枚

の
写
真
パ
ネ
ル
を
通
し
て
伝
え
た
。

　
期
間
は
京
阪
京
橋
駅
は
10
月
3

日
ま
で
。
J
R
京
都
駅
は
終
了
。

　
宗
祖
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大

遠
忌
を
記
念
し
た
「
最
澄
と
比
叡

山『
戒
壇
院
と
法
華
総
持
院
東
塔
』

特
別
拝
観
」
が
12
月
12
日
ま
で
、

比
叡
山
延
暦
寺
で
開
か
れ
て
い

る
。
大
乗
仏
教
を
世
に
弘ひ

ろ

め
、
国 戒壇院内

法華総持院東塔内

京
阪
京
橋
駅

J
R
京
都
駅


